


玄関は狭いスペースで靴を脱ぎ履きしたり、扉を開け閉
めしたりする動作が伴います。さらに、上り框の段差の
昇降もあるため、パーキンソン病の方にとって、とても
バランスを崩しやすく、転倒のリスクが高い場所のひと
つです。
　靴の脱ぎ履きは必ず椅子やベンチに座ってからおこな
いましょう。上り框の昇降には手すりや踏み台があると
便利です。また、玄関は開き戸よりも引き戸の方が動作
は安定します。車椅子を使う場合は、玄関にこだわらず
に、居間などの掃き出し窓から外出する方法も検討しま
しょう。

玄関

寝室

●靴の脱ぎ履きは椅子に座ると安全。
●手すり（固定された下駄箱含む）の利用。
●開き戸よりも引き戸の方が動作は安定。
●車椅子を使って外出する場合は、玄関以外の
　部屋の掃き出し窓から出る方法も検討。　

●引き戸やアコーディオンカーテンが便利。
●手すりは適切な位置に設置。
●便器の高さは高い方が立ち上がりやすく安全。
●車椅子を使って便器に乗り移る時は、
　できる限り便器に近づける。　

●状態の良い時間帯に入浴をする。
●手すりは適切な位置に設置。
●バスボードなどを使って、座ってから浴槽に
　入る方が安全。
●冬場は脱衣所に暖房器具を使う。

●電動ベッドには介助バーがあると便利。
●家電製品のコード類は動線の邪魔にならない
　ように隅によせる。
●手すりや歩行器を利用。
●車椅子へ乗り移る時はなるべく車椅子を
　ベッドに近づける。　

パーキンソン病の症状が進行すると、一般的に床面から
の立ち上がりが困難になります。寝室でふとんを使って
いる場合は、電動ベッドに変更するとよいでしょう。寝
室に電動ベッドを置く場合は、最低でも６畳～８畳の広
さを確保しましょう。室内の移動時は、手すりや歩行器
などを使いましょう。
また、季節によって扇風機やヒーターなどが寝室内にお
かれることがあります。その時はコード類でつまづかな
いように気を付けましょう。
ベッドから車椅子に乗り移る時に転倒事故が多発してい
ます。車椅子とベッドはなるべく近づけましょう。

ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

排泄行為が自立できるかどうかは、人間の尊厳にも大き
く関わっています。
スムーズに排泄行為ができるように福祉用具の活用と住
宅改造をあわせて検討するとよいでしょう。
なるべく方向転換しなくて良いように、センサーで水を
流すトイレもあります。
夜間に頻尿がある場合は、ポータブルトイレや尿器を使
う方法もあります。最近は、寝室に設置できる水洗のポー
タブルトイレも開発されています。

トイレ

浴室
入浴行為は、日常生活動作（ADL）の中でもっとも難し
いと言われています。浴室は狭くて、濡れて滑りやすく、
また、戸の開閉や浴室内の移動、浴槽の出入り、洗体な
ど複雑な動作が求められるからです。
日内変動がある場合は、調子の良い時間帯を把握して、
入浴するようにしましょう。また、できる限りすべり止
めマット、手すり、シャワーチェア、シャワー用車いす、
バスボードなどの福祉用具を積極的に利用して、転倒予
防に努めましょう。
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レンタルできる手すりも
あります。

電動昇降便座は便利な
福祉機器です。

浴槽の上に置く昇降機は
安全です（レンタル可）。

車椅子とベッドの位置は
要注意。


